
　子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤

作りにとって極めて重要なことである。 

　現在、多くの都道府県で、児童生徒の実態に応じ、きめ

の細かい対応ができるよう、少人数教育が実施されており、

子どもたちにとって大変有益であると保護者から高い評価

を得ている。 

　しかしながら、義務教育費国庫負担金の負担割合が２分

の１から３分の１に縮小されたことや、地方交付税削減の

影響等、厳しい財政状況にある自治体が、独自で少人数教

育を推進していくことには限界がある。 

　また、少人数教育の推進だけでなく、学校施設、旅費・

教材費、就学援助・奨学金制度等、教育条件においても自

治体間格差が拡がっている。 

　一方、就学援助受給者の増加に表れているように、社会

全体として低所得者層の拡大や固定化が進んでおり、所得

の格差が教育の格差につながっていることも否定できない。 

　このような自治体の財政力や保護者の所得の違いによっ

て、子どもたちが受ける「教育水準」に格差が生じてはな

らない。教育予算を国全体として、確保・充実させる必要

がある。 

　こうしたことから、下記の事項の実現を強く要望する。 

 

記 

 

１  「子どもと向き合う時間の確保」を図り、少人数学級等、

　きめの細かい教育を実現するため、義務制第８次・高校

　第７次教職員定数改善計画を実施すること。 

２  教育の自治体間格差を生じさせないために、義務教育費

　国庫負担制度において、国庫負担率を２分の１に復元す

　ることを含め、制度を堅持すること。 

３  校舎の耐震化をはじめとする学校施設整備費の充実、ま

　た、就学援助・奨学金や、学校・通学路における安全対

　策等、教育予算を充実させるため、地方交付税を含む国

　の予算を拡充すること。 

 

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

平成20年６月11日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県加古川市議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　吉野　晴雄

　 

 

次期定数改善計画の実施と義務教育費 
国庫負担制度の2分の１復元と堅持を 
求める意見書 　本制度は、75歳以上の高齢者等を対象に他の医療保険か

ら独立した制度として、本年４月から実施された。 

　しかしながら、制度開始後の自治体の窓口、医療機関等

での混乱に加え、高齢者への新たな負担、保険料の年金か

らの天引き、２年ごとの保険料の見直しによる負担増加な

ど、数々の問題を含んでいる。 

　このことは、高齢者の生活がより一層厳しさを増すなか、

高齢者の暮らしと健康に重大な影響を及ぼすことは明らか

である。 

　よって、国におかれては、後期高齢者医療制度を白紙に

戻し、あらためて持続可能な医療制度とするよう強く要望

する。 

 

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 

平成20年６月11日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県加古川市議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　吉野　晴雄
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平成２０年第2回 
市議会定例会報 

議会交際費を公開します 

※議会交際費の支出内容を、市役所行政資料室で公開
しています。 
※原則として個人名は除きます。 

平成１９年度議会交際費執行状況 

　 区 　 分 　  

慶 弔 せ ん べ つ  

賛 　 助  

贈 呈 記 念 品  

懇 談 接 遇  

そ の 他  

　 合 　 計 　  

件数 

40 

2 

2 

0 

4 

48

金額（円） 

742,000 

110,000 

9,300 

0 

47,880 

909,180

　平成20年第2回市議会定例会は、６月３日から11日まで、９日間の日程で開催されました。 

　市税条例の一部改正をはじめ、市長提出議案11件の審議が行われ、すべて原案のとおり可決され

ました。 

　また、後期高齢者医療制度の廃止を求める意見書など２件が可決され、関係機関に送付されまし

た。 

議会活性化特別委員会より中間報告がありました 

　「パパとあそぼう！」が
5月２５日、加古川駅南子育て
プラザでおこなわれ、２２組
の親子が一緒に体操などを
して楽しみました。　　　

意 見 書 
　本定例会で、議員から意見書案　本定例会で、議員から意見書案2件が提出され、いずれも原案のとおり可決されました。こ件が提出され、いずれも原案のとおり可決されました。これらの意見書は、直ちれらの意見書は、直ち
に関係機関へ送付されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　本定例会で、議員から意見書案2件が提出され、いずれも原案のとおり可決されました。これらの意見書は、直ち
に関係機関へ送付されました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

議会史を販売しています 
【内容】昭和２５年から

５５年までの市議会の活

動内容について 

【価格】記述編・資料

編セットで１８，０００円 

【問合先】議会事務局（　４２７・９３０３） 



パ
ン
デ
ミ
ッ
ク 

　
対
策
は 

　
　
　
　
末
澤
　
正
臣
　
議
員 

中
学
校
給
食
の 

　
実
施
へ
の
考
え
は 

　
　
　
　
中
村
　
照
子
　
議
員 

国
民
健
康
保
険
料
を 

　
軽
減
す
べ
き
で
は 

　
　
　
　
広
瀬
　
弘
子
　
議
員 

　6月3日、4日に行われた一般質

問には、9人の議員が質問に立ち、

市政全般にわたり、活発な質問を

展開しました。 

　主な内容は次のとおりです。　 

▲感染予防のための個人防護具（PPE） 

▲加古川市周辺の小児医療連携圏域図 

議
員
　
近
年
、
新
た
な
脅
威
と
し
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
短
期
間
に

蔓
延
す
る
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
世
界
的

規
模
で
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。 

総
務
部
長
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
に

つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
事
前
対
策
計
画
に
準
じ
て
平

成
十
七
年
に
国
が
、
さ
ら
に
翌
年
に

県
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行

動
計
画
を
策
定
し
、
段
階
ご
と
の
目

標
及
び
主
な
対
策
項
目
を
定
め
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
の
行
動
計

画
を
参
考
に
、関
係
課
の
役
割
と
国
、

県
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
具
体

的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

福
祉
部
長
　
病
院
、
消
防
以
外
の
職

員
も
患
者
と
の
接
触
時
に
は
、
感
染

予
防
対
策
と
し
て
、
医
療
従
事
者
等

に
着
用
が
定
め
ら
れ
て
い
る
マ
ス
ク
、

ゴ
ー
グ
ル
、
ガ
ウ
ン
等
の
個
人
防
護

具
（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
は
必
要
で
あ
る
。
今

後
、
必
要
器
材
の
選
定
や
必
要
数
を

検
討
し
、準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
加
古
川
市
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
の

　
現
状
に
つ
い
て 

　
　
市
内
で
「
地
域
の
封
じ
込
め
」
が

　
　
で
き
る
地
域
／
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
　
ザ
ウ
ィ
ル
ス
薬
（
タ
ミ
フ
ル
）
の

　
　
兵
庫
県
の
備
蓄
状
況
と
加
古
川
市

　
　
へ
の
配
分
／
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　
　
ザ
発
生
時
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、

　
　
机
上
演
習
や
図
上
訓
練
を
実
施
し
、

　
　
出
来
れ
ば
実
働
訓
練
を
積
む
こ
と

　
　
／
「
自
主
防
災
組
織
」
や
「
消
防

　
　
団
」
の
か
か
わ
り
／
備
蓄
体
制
の

　
　
見
直
し
や
、
市
民
へ
の
啓
発
／
現

　
　
状
の
備
蓄
品
の
更
新
状
況
や
処
分 

○
食
糧
自
給
と
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
の
創
出
に
つ
い
て 

　
　
加
古
川
市
に
お
け
る
地
産
地
消
の

　
　
「
積
極
的
な
仕
掛
け
」
／
「
食
と

　
　
農
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
よ
う

　
　
な
指
針
／
次
期
総
合
計
画
に
お
け

　
　
る
基
本
理
念
や
基
本
目
標 

     

議
員
　
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

回
答
者
の
八
十
五
％
が
中
学
校
給
食

の
実
施
を
求
め
て
い
る
。
回
答
内
容

に
は
、
「
入
院
し
た
時
に
、
子
ど
も

に
弁
当
を
用
意
で
き
ず
、
つ
ら
い
思

い
を
し
た
」
、
「
家
庭
の
事
情
に
左

右
さ
れ
ず
、
安
心
し
て
昼
食
を
取
れ

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
市
民
の
声
を
受
け
、
中
学
校

給
食
の
実
施
を
求
め
る
が
ど
う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
中
学
校
給
食
に
つ

い
て
は
、
多
額
の
投
資
的
経
費
を
伴

う
事
業
で
あ
り
、
昨
今
の
財
政
状
況

か
ら
み
て
、
実
施
は
非
常
に
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
家
庭
か
ら
の
弁
当
に

よ
る
昼
食
を
基
本
に
、

「
中
学
校
昼
食
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
継
続
し
つ

つ
、
実
施
さ
れ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
も

検
討
の
参
考
に
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
て
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
き
た

い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
中
学
校
給
食
の
実
施
を

　
求
め
る
声
に
つ
い
て 

　
　
「
弁
当
持
参
が
困
難

　
　
な
生
徒
」
の
把
握
／

　
　
中
学
校
給
食
に
つ
い

　
　
て
「
検
討
委
員
会
」

　
　
設
置
の
必
要
性
／
給

　
　
食
費
未
納
対
策
と
憲

　
　
法
に
保
障
さ
れ
た
「
義
務
教
育
は

　
　
無
償
」
の
考
え
方 

     

議
員
　
国
民
健
康
保
険
料
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
等
に
よ
り

増
額
さ
れ
て
い
る
。
高
額
の
保
険
料

は
多
く
の
滞
納
者
を
生
み
、
保
険
制

度
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し

て
、
保
険
料
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

市
民
部
長
　
本
年
四
月
か
ら
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
等
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
料
に
は
、
従
来
の
医

療
分
と
介
護
分
に
加
え
、
新
た
に
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
分
が
賦
課
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
必
要
経
費
の
う

ち
約
五
割
が
公
費
で
ま
か
な
わ
れ
、

残
り
が
保
険
料
で
あ
る
。
保
険
料
の

軽
減
の
た
め
に
、
多
額
の
公
費
を
投

入
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
財
政
状
況

や
保
険
料
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
大
幅
に
所
得
が
減
少
す
る

加
入
者
な
ど
に
対
す
る
保
険
料
の
減

免
等
は
、今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
、

納
付
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。 

○
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て 

　
　
六
十
五
歳
か
ら
の
年
金
か
ら
の
天

　
　
引
き
は
任
意
に
す
べ
き
で
は
な
い

　
　
か 

     

議
員
　
加
古
川
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

の
小
児
科
は
、
医
師
の
高
齢
化
等
の

理
由
に
よ
り
、
今
年
四
月
一
日
か
ら

午
前
零
時
〜
午
前
六
時
ま
で
が
休
診

と
な
り
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
不

安
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
影
響

に
よ
る
市
民
病
院
の
夜
間
診
療
者
数

等
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
。

ま
た
、
明
石
、
小
野
、
加
西
な
ど
近

隣
の
市
と
共
に
広
域
で
の
夜
間
急
病

体
制
の
確
立
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。 

福
祉
部
長
　
市
民
病
院
の
午
前
零
時

以
降
の
患
者
数
は
一
日
平
均
、
一
人

の
増
加
で
あ
り
、
大
き
な
混
乱
は
な

い
。
夜
間
急
病
体
制
は
本
市
の
近
隣

市
町
に
限
る
と
、
東
播
磨
圏
と
北
播

磨
圏
に
分
か
れ
て
お
り
、
前
者
は
二

市
二
町
で
設
立
し
た
加
古
川
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
と
、
明
石
市
立
夜
間
休

日
急
病
セ
ン
タ
ー
で
構
成
さ
れ
る
。

北
播
磨
圏
も
含
め
、
い
ず
れ
も
小
児

科
医
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
午
前

零
時
ま
で
の
診
療
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
二
市
二
町
を
越
え
た
広
域
的

な
夜
間
急
病
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
、

県
を
含
め
た
協
議
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

　
　
地
震
発
生
時
の
対
応
／
自
転
車
対

　
　
策
事
業 

○
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て 

　
　
制
度
お
よ
び
概
要
／
本
市
の
対
応

　
　
お
よ
び
考
え
方
／
財
政
へ
の
影
響 

     

議
員
　
「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
・

大
口
排
出
事
業
者
の
排
出
算
定
・
報

告
・
公
開
制
度
に
よ
る
、
第
一
回
報

告
デ
ー
タ
」
に
よ
る
と
、
大
規
模
事

業
者
が
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の

報
告
に
は
、
事
業
所
ご
と
の
排
出
量

を
非
開
示
と
し
た
事
業
者
が
あ
り
、

神
戸
製
鋼
所
加
古
川
製
鉄
所
も
含
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
改
正
法
案
で
は
、
温
暖
化
抑

制
の
実
行
計
画
を
作
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

環
境
部
長
　
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
報
告
は
、
企
業
の
競
争
上
の
利
益

が
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、

企
業
全
体
の
排
出
量
の
開
示
で
よ
い

と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計

画
の
策
定
に
は
、
神
戸
製
鋼
所
加
古

川
製
鉄
所
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

含
め
、
市
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
把
握
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
法
の
一
部
改
正
が
国
会
で
審

議
さ
れ
て
お
り
、
本
市
は
審
議
の
動

向
を
見
守
り
な
が
ら
、
県
と
連
携
し

各
事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
神
戸
製
鋼
所
等
環
境
汚
染
問
題
に
つ

　
い
て 

　
　
環
境
保
全
協
定 

     

議
員
　
家
庭
の
生
活
様
式
は
様
変
わ

り
し
て
お
り
、
義
務
教
育
に
お
け
る

学
校
給
食
は
児
童
・
生
徒
の
健
全
な

発
育
に
重
要
な
施
策
と
考
え
る
。
し

か
し
、
本
市
で
は
中
学
校
の
完
全
給

食
を
実
施
出
来
な
い
理
由
の
一
つ
と

し
て
、経
費
の
問
題
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
国
か
ら
の
補
助
金
も
交
付

さ
れ
る
、
民
間
活
力
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
り
「
給
食
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
管
理
及
び
運
営
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
本
市
で
中
学
校
完

全
給
食
を
実
施
し
た
場
合
、
生
徒
、

教
職
員
を
含
め
約
八
千
人
が
対
象
と

な
り
、
大
規
模
ま
た
は
複
数
の
「
給

食
セ
ン
タ
ー
」
が
必
要
と
な
る
。
千

葉
市
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り
約

一
万
食
の
給
食
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
負
担
額
は
十
五
年
間
で
約
八
十

八
億
円
の
試
算
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
も
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
中
学
校
給
食
に
つ
い
て 

　
　
「
昼
食
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
今
後

　
　
の
あ
り
方
／
学
校
給
食
法
の
見
解

　
　
／
中
学
校
完
全
給
食
導
入 

○
高
齢
者
の
安
否
情
報
・
確
認
に
つ
い

　
て 

　
　
六
十
五
歳
以
上
の
夫
婦
世
帯
と
一

　
　
人
暮
ら
し
の
実
態
／
「
見
守
り
安

　
　
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業 

○
仮
称
「
高
齢
者
入
院
支
援
費
」
創
設

　
に
つ
い
て 

○
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
拡
大
に

　
つ
い
て 

 

 

広
域
的
な
夜
間
急
病
体
制 

　
の
確
立
は 

　
　
　
　
畑
　
広
次
郎
　
議
員 

地
球
温
暖
化
対
策
の
 

　
推
進
に
つ
い
て
 

　
　
　
　
井
筒
　
高
雄
　
議
員 

北播磨 

神戸・三田 

丹波 

西播磨 

朝来市 
丹波市 

篠山市 
神河町 

市川町 

福崎町 

姫路市 

加西市 

多可町 

西脇市 

加東市 

小野市 

三木市 

三田市 

神戸市 

明石市 
播磨町 

稲美町 

高砂市 
加古川市 

朝来市 
丹波市 

篠山市 
神河町 

市川町 

福崎町 

姫路市 

加西市 

多可町 

西脇市 

加東市 

小野市 

三木市 

三田市 

神戸市 

明石市 
播磨町 

稲美町 

高砂市 
加古川市 

東播磨 

P
F
I
事
業
に
よ
る
 

中
学
校
完
全
給
食
を
め
ざ
し
て 

　
　
　
　
中
山
　
　
司
　
議
員 



     

議
員
　
加
古
川
市
民
病
院
で
は
、
よ

り
高
度
で
充
実
し
た
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
、平
成
十
八
年
六
月
か
ら
、

手
術
棟
の
増
築
を
行
っ
て
お
り
、
本

年
十
一
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
放
射
線
部
門
の
充
実
の
た
め
、

が
ん
治
療
に
お
い
て
非
常
に
期
待
さ

れ
て
い
る
、
最
新
の
医
療
機
器
が
導

入
予
定
で
あ
る
。
が
ん
治
療
に
対
す

る
効
果
や
対
応
患
者
数
は
ど
う
か
。 

市
民
病
院
管
理
部
長
　
手
術
棟
に
は
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
（
放

射
線
治
療
器
）
を
導
入
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

等
の
機
器
も
最
新
設
備
に
更
新
予
定

で
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
は
、
身
体

の
深
部
に
あ
る
小
さ
い
が
ん
の
発
見

に
有
効
で
あ
り
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、

正
常
な
細
胞
へ
の
影
響
が
少
な
い
放

射
線
治
療
が
可
能
で
、
患
者
の
身
体

的
負
担
を
軽
減
で
き
る
。
今
後
、
こ

れ
ら
の
機
器
に
よ
り
、
が
ん
治
療
に

大
き
な
効
果
が
見
込
め
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る

治
療
は
、
専
門
医
の
確
保
に
も
よ
る

が
、
年
間
延
べ
約
二
千
五
百
人
を
見

込
ん
で
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
加
古
川
市
民
病
院
に
つ
い
て 

　
　
外
来
診
療
の
対
応
／
医
師
と
ス
タ

　
　
ッ
フ
の
確
保
／
院
外
処
方
／
公
立

　
　
病
院
改
革
プ
ラ
ン
／
救
急
医
療
体

　
　
制 

○
指
定
管
理
者
の
公
募
に
つ
い
て 

　
　
グ
ル
ー
プ
分
け
を
採
用
し
た
理
由

　
　
／
応
募
者
の
選
定
基
準
及
び
そ
の

　
　
運
用
／
利
用
料
金
収
入
と
指
定
管

　
　
理
料
／
財
団
法
人
の
評
価
と
新
法

　
　
人 

     

議
員
　
住
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、

自
治
体
の
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
し
か
し
、
政
府
は
、
七
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
住
民
健
診
を
自

治
体
の
実
施
義
務
か
ら
外
し
た
た
め
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
施
行
後
は
、

自
治
体
に
よ
り
対
応
に
差
が
み
ら
れ

る
。
後
期
高
齢
者
を
住
民
健
診
か
ら

排
除
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
、

住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
医
療
費

の
本
人
負
担
を
軽
減
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
本
市
で
の
取
り
組
み
状
況
は

ど
う
か
。 

市
民
部
長
　
後
期
高
齢
者
の
健
診
の

実
施
は
、
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
お
い
て
、
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本

市
で
は
、「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」

と
し
て
無
料
で
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
な
お
、
「
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
」
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

生
活
習
慣
病
で
治
療
中
の
場
合
は
、

必
要
な
検
査
を
既
に
行
っ
て
い
る
た

め
、
健
康
診
査
の
対
象
と
し
て
い
な

い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
重
大
な
問

　
題
点
に
つ
い
て 

　
　
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
「
強

　
　
制
的
」
に
加
入
さ
せ
ら
れ
た
問
題

　
　
／
無
収
入
で
も
保
険
料
が
徴
収
さ

　
　
れ
る
問
題
／
滞
納
一
年
で
保
険
証

　
　
を
取
り
上
げ
る
問
題
／
後
期
高
齢

　
　
者
診
療
料
、
退
院
支
援
計
画
書
、

　
　
延
命
治
療
辞
退
誓
約
書
、
葬
祭
費

　
　
等
の
問
題
／
現
役
世
代
の
負
担
増

　
　
の
問
題 

○
学
校
園
の
耐
震
補
強
の
促
進
に
つ
い

　
て 

○
県
立
病
院
移
転
に
伴
う
跡
地
へ
の
医

　
療
機
関
の
設
置
要
求
に
つ
い
て 

     

議
員
　
宮
本
伊
織
ゆ
か
り
の
泊
神
社

前
公
園
の
約
半
分
は
整
備
さ
れ
、
年

中
花
が
咲
い
て
い
る
が
、
残
り
半
分

に
つ
い
て
も
整
備
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
ま
た
、
花
壇
の
維
持
に

水
は
不
可
欠
で
あ
り
、
以
前
か
ら
ポ

ン
プ
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。
ポ

ン
プ
の
設
置
は
、
災
害
時
に
備
え
る

意
味
に
お
い
て
も
、
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

下
水
道
部
長
　
地
域
の
要
望
に
よ
り
、

泊
川
管
理
用
地
の
一
部
を
平
成
十
五

年
度
に
花
壇
や
駐
車
場
等
と
し
て
整

備
し
た
。
今
後
も
淡
路
景
観
園
芸
学

校
の
支
援
に
よ
る
、
緑
地
の
再
整
備

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
未
整

備
の
土
地
の
活
用
も
地
元
等
と
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ポ
ン
プ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
管
理
区
域
内
に
水

中
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
り
、
井
戸
を

掘
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
か
ん

水
施
設
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
駅
南
広
場
に
市
を
代
表
す
る
国
宝
鶴

　
林
寺
の
観
光
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
に

　
つ
い
て     

　
　
誰
で
も
わ
か
る
三
重
塔
の
観
光
モ

　
　
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
／
六
〇
四
年

　
　
十
七
条
憲
法
第
一
条
の
「
和
を
も

　
　
っ
て
貴
し
と
成
す
」
の
明
記
／
駅

　
　
か
ら
鶴
林
寺
へ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

　
　
ド
整
備 

○
文
武
両
道
日
本
一
の
宮
本
武
蔵
ゆ
か

　
り
の
国
登
録
文
化
財
泊
神
社
に
つ
い

　
て 

　
　
国
登
録
文
化
財
指
定
の
広
報 

○
加
古
川
市
文
化
事
業
の
推
進
・
進
捗

　
に
つ
い
て 

　
　
国
史
跡
行
者
塚
古
墳
の
整
備
／
教

　
　
育
委
員
会
に
お
け
る
文
化
課
の
設

　
　
置 

 

　
こ
の
特
別
委
員
会
は
、
地
方
分
権

の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の
果
た
す
役

割
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と

な
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
さ
ら
な
る

活
性
化
を
目
指
し
て
、「
議
会
活
動
」
、

「
議
会
運
営
」
及
び
「
議
会
広
報
」

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、

昨
年
９
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
主
な
内
容
は
、「
議
会
活
動
」

で
は
議
員
定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務

調
査
費
に
つ
い
て
、
「
議
会
運
営
」

で
は
本
会
議
や
常
任
委
員
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
「
議
会
広
報
」
で
は

議
会
だ
よ
り
、
議
会
の
放
映
に
つ
い

て
で
す
。 

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

意
思
が
十
分
に
反
映
さ
れ
な
く
な
る

た
め
、
削
減
す
べ
き
で
は
な
い
と
の

意
見
や
、
議
会
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
は
む
し
ろ
増
員
を
考
え
る
べ
き

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
議
員

自
ら
が
定
数
を
削
減
す
る
と
い
う
厳

し
い
状
況
の
中
に
身
を
置
く
姿
勢
を

示
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
の
意
見

な
ど
、
定
数
削
減
を
求
め
る
意
見
が

多
数
あ
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、

議
員
と
い
う
職
業
が
魅
力
あ
る
も
の

と
す
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
議
会

の
役
割
と
し
て
、
政
策
提
案
や
監
視

能
力
を
十
分
に
果
た
す
た
め
に
は
相

応
の
報
酬
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
考

え
が
示
さ
れ
、
他
市
の
動
向
や
市
民

感
情
等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

現
状
維
持
と
す
る
結
論
に
達
し
ま
し

た
が
、
定
数
や
報
酬
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
検
討
を
続
け
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
議

会
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
効
率
的

な
議
会
運
営
の
あ
り
方
や
、
議
会
に

対
す
る
市
民
の
関
心
を
高
め
る
た
め

の
議
会
広
報
の
あ
り
方
を
議
論
し
ま

し
た
。 

  

泊
神
社
門
前
の
花
壇
等 

　
の
整
備
に
つ
い
て 

　
　
　
　
眞
田
　
千
穂
　
議
員 

医
療
機
器
の
新
規
導
入 

　
に
よ
る
効
果
は 

　
　
　
　
坂
田
　
重
隆
　
議
員 

▲がん治療に有効な機器、PET－CT（上）とリニアック（下） 

住
民
健
診
か
ら
の 

高
齢
者
排
除
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
山
川
　
博
　
議
員 

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
よ
り

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
よ
り 

中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た

中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た 

　
本
会
議
及
び
委
員
会
で
、
次
の
請
願
及
び
陳
情
に
結
論
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 

  

請
願 

○
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

二
分
の
一
復
元
と
堅
持
に
つ
い
て
（
加
古
川
町
北
在
家
・
兵
庫
県
教
職
員

組
合
加
印
支
部
支
部
長
・
寺
見
保
正
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
高
砂
市
高

砂
町
・
明
日
を
考
え
る
東
播
高
齢
者
の
会
会
長
・
蔭
山
正
彦
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
多
数
〉 

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
野
口
町
野

口
・
兵
庫
年
金
者
組
合
加
印
支
部
支
部
長
・
橘
　
弘
康
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
多
数
〉 

陳
情 

○
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
充
実
発
展
及
び
次
期
教
職
員
定
数
改

善
計
画
の
策
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
加

古
川
町
北
在
家
・
加
印
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長
・
小
松 

則
夫
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

  

請
願 

○
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
野
口
町
良

野
・
加
印
社
会
保
障
推
進
協
議
会
会
長
・
橋
本 

能
直
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
少
数
） 

陳
情 

○
過
剰
な
農
薬
取
締
法
に
よ
り
、
植
物
か
ら
成
る
農
業
用
有
機
資
材
を
締

め
出
す
不
法
な
行
政
指
導
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
東
京
都
江
戸
川
区
・
合
資
会
社
緑
源
社
長
・
諸 

百
合
子
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

 

採
択
と
な
っ
た
も
の 

不
採
択
と
な
っ
た
も
の 

請願・陳情

議決  議 決  
　本定例会初日に、市長から平成２０年度各
会計補正予算の専決処分、条例の一部改正な
ど計１１件が提出されました。 
　専決処分は当日の本会議で承認され、その
他は休会中に所管の常任委員会で審査し、最
終日の本会議で、すべて原案のとおり可決さ
れました。 
　可決された主な議案の内容は、次のとおり
です。 
 
 
●地区計画の区域内における建築物の制限に
関する条例の一部改正 
　平木地区（野口町）地区整備計画の区域内
における建築物について、用途、容積率、建
ぺい率、敷地面積の最低限度及び壁面の位置
の制限を定めようとするものです。 
　　　　　　　　　　　　　　（全会一致） 
●農業集落排水処理施設条例の一部改正 
　志方中部地区に農業集落排水処理施設を設
置しようとするものです。 
　　　　　　　　　　　　　　（全会一致） 
●市有財産の処分及び譲与 
　社会福祉法人に社会福祉施設の用途として
市有財産（旧養護老人ホーム加古川市立永楽
園の土地及び建物）を処分及び譲与しようと
するものです。 
　　　　　　　　　　　　　　（全会一致）
　 
 

条例等 

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
よ
り 

中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た 
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